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時をつむぐ・時をつなぐ 

校長 鈴木 秀彦 

６月 16 日～18 日の３日間で、豊田中３年生は長崎に修学旅行に行ってきま

した。大人になってから「中学校生活で思い出に残っている行事は何ですか？」

とアンケートをすると、いつの時代・年代でも修学旅行が上位にあげられます。

それほど、同年齢が遠方で、ともに過ごした時間は、とても尊いものになって

いるようです。 

 

今回、３年生は平和学習として、原爆資料館見学、被爆体験者の講話、長崎

平和公園での平和宣言をとおして、様々なことを学ぶことができました。９０

歳になる被爆者の一つひとつの言葉には重みがあり、体験された話をとおし

て、３年生の皆さんは、これからの平和な社会に向けて『時をつなぐ』バトン

を託されたように感じた人たちも多かったのではないでしょうか。  

感じた思いを忘れずに、時間の流れを断ち切らず、大切につないでいっても

らいたいと願っています。そして、平和学習の締めくくりとして、平和公園に

て、生徒や先生が見守る中、代表生徒が平和宣言をしました。  

 

宣言の最後の言葉を紹介します。 

  「私たちは、この地に眠る方々の思いを考え、想像しながら、誰かが  

やらなくては、いつか、誰もやらなくなるかもしれない、どんなに  

可能性が低くても、平和への発信は、自分たちがやるんだ、という  

強い気持ちで、平和の大切さ、核兵器廃絶の発信をし続けていくこ  

とをここに宣言します。」  

      ２０２６年６月１６日  横浜市立豊田中学校  

 

 行事（体育祭、修学旅行、合唱コンクール等々）をとおして、生徒たちは『丁

寧に積み重ねて何かをつくること』、『時間や思い出を積み重ねること』を学

びます。これから先の長い人生において、様々な経験や活動を繰り返しながら、

『時をつむぐ』ことを学んでもらいたいと思っています。  

そして、近い将来『時をつむぎ、時をつなぎ』色々な世界・社会・環境で活躍

してくれることを願っています。  
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＜体育祭を終えて＞  

体育祭お疲れ様でした。皆さんは思い出に残る１日にすることができましたか？僕は、とても

良い体育祭にすることができたと思います。その理由は３つあります。  

１つ目は、競技だけでなく、仲間を応援して楽しんだり、係の仕事も積極的に行うことができた

からです。２つ目は、今年は全体練習が行えませんでしたが、みんなで協力し合い、例年通り

大幅な時間のずれなく体育祭を終えることができたからです。３つ目は、全員が学年の壁を越

え同じ色を応援し全力で盛り上がっていたことが印象に残っているからです。  

良い体育祭というのは、一部の人だけが盛り上がるのではなく、全校生徒全員が真剣に、一生

懸命取り組んでいることだと思います。皆さんの協力のおかげで、良い雰囲気の体育祭を引き

継ぐことができたと思います。この素晴らしい伝統を来年も引き継いでいってもらいたいと思い

ます。  

体育祭実行委員長    

＜校外行事＞  

《第 1 学年》  ソレイユの丘  
学年主任  吉積  由紀子  

    ６月１１日に校外学習に行ってきました。長崎修学旅行を見据えての平和学習の第１弾！

として記念艦「三笠」を見学しました。短い見学時間になってしまいましたが、職員の方の説

明をよく聞き、教科書だけではわからないことを実際に目で見て、体感することができ、戦争

がないということの幸せを感じることができたようです。今回の学びを経て、今は「現在の平

和」ということでウクライナ侵攻のことなどについて学びはじめました。２年後の長崎に向け

てさらに学びを積み重ねていきたいと思います。  

    そして、ソレイユの丘に移動してのカレー作り。飯ごうでのお米炊きは目に涙をためなが

らも火加減を調節して、どの班も上手に炊くことができていました。野菜班はあーじゃないこ

ーじゃないと言いながら包丁と格闘していましたが、みんなで協力して作ったカレーの味は

格別だったと思います。そのあとの学年レク、スター☆カップでは、フラフープくぐりやボール

送りをしました。特にフラフープ回しは大盛り上がり。担任の先生も出場し、必死に応援する

クラスの仲間たちとの笑顔の絶えない時間でした。  

この校外学習が修学旅行につながるものだとよく理解していた生徒たちは、普段は話し

たことがない人ともたくさんコミュニケーションをとり、クラスの仲間との仲を深めることがで

きました。また、今回のような校外学習でのルールを守ることの大切さも実感したようです。

自分のことばかりではなく、「ちょっと立ち止まって」、もう少し自分の周りのことに目を向け

るということをこれからもみんなで大切にしていける学年に成長していきたいと思います。  

 

《第３学年》  修学旅行（長崎・福岡）   

 「ルールを守って！今日思い出つくりに来ました。２０２６年修学旅行編」というスローガンを胸

に出発しました。１日目の平和学習では、調べるだけでは分からなかった８１年前と現在の長

崎の違いを感じることが出来ました。２日目の自由行動では東京見学で時間が守れなかった

反省から、どの班も時間を意識して行動しました。スマホのナビの調子が悪いなどのハプニン

グもありましが、臨機応変に対応し、班で楽しく活動出来ました。３日目は太宰府天満宮で合

格祈願をしました。  

修学旅行の集団生活で身につけた協調性と、自ら考えて行動する自主性を、これからの学

校生活にいかして、残りの日々を悔いのないように頑張っていきたいです。             

                                            修学旅行実行委員長    


